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人は生涯にわたる学習により、自己を高め、その学びを社会に生かすことで、
より豊かな人生を送ることができるといわれています。
すべての人が豊かな人生を送るためには、あらゆる機会に、あらゆる場所で

学習することができ、その成果を発揮できる社会を実現することが求められま
す。
教育基本法第３条には、そうした社会の実現を図ろうという生涯学習の理念

が示されています。社会教育は、その生涯学習の理念を実現するための重要な
教育の一つです。

「社会教育」という言葉は戦前から用いられ、その定義や役割については諸
説あります。昭和 24 年に制定された現行の社会教育法では、第２条に「社会教
育」は「学校教育法に基づき、学校の教育課程として行われる教育活動を除き、
主として青少年及び成人に対して行われる組織的な教育活動（体育及びレクリ
エーションの活動を含む）」と定義され、その目的は、「国民一人一人の教育的
要求を満足させ、個人の幸福と、社会の発展を図ること」とされています。
わたしたち社会教育関係者はそれに基づいて取組を進めています。

１．社会教育とは

教育基本法

（生涯学習の理念）

第三条 国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、その生涯にわた

って、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かすこと

のできる社会の実現が図られなければならない。

生涯学習

自己学習

社会教育

学校教育 家庭教育

社会教育と生涯学習の関係
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１．社会教育の定義
社会教育法における社会教育の定義には、次のような特徴があります。

（１）社会教育と学校教育の区別
社会教育は「学校の教育過程として行われる教育活動を除き」と規定さ

れていることから、学校教育法に基づく教育過程として行われる教育活動
は、学校外で行う活動であっても学校教育です。逆に、教員が講師であっ
たり、会場が学校であっても、地域住民を対象とした公開授業や講座等の
教育活動は社会教育です。

（２）社会教育の対象者
社会教育の対象を「主として青少年及び成人」と規定していますが、青

少年及び成人だけに限っているわけではありません。乳幼児期は、家庭や
幼児教育施設を中心に教育が行われることが多いことから、乳幼児は主た
る対象とされていませんが、乳幼児対象の体験教室などは社会教育に含ま
れます。

（３）組織的・意図的な教育活動
社会教育は「組織的な教育活動」とされており、組織的でない教育活動

は社会教育には含みません。組織的な教育活動の程度は、明確には規定さ
れていませんが、社会教育においては、学習者、教育者、教育方法、手段
の組織性などが考えられます。

（４）社会教育の範囲
社会教育には「体育及びレクリエーション活動」も含まれていますが、

今日では、スポーツ活動、レクリエーション活動にとどまらず、様々な体
験活動や社会貢献活動も社会教育の範囲として広くとらえられています。
これらの中には趣味として行われる活動もありますが、組織的に行われ

る教育活動は、いずれも社会教育といえます。

（５）社会教育と家庭教育の関係
社会教育は「組織的な教育活動」とされており、「社会教育」に「家庭教

育」は含まれず、それぞれ独立したものとされています。子どものしつけ
等の家庭教育に関する講座やセミナーが行われていますが、これは学習内
容に「家庭教育を扱っている」ということです。つまり、家庭教育そのも
のは社会教育に含まれませんが、家庭教育に対する支援は、社会教育に含
まれます。

社会教育法

（社会教育の定義）

第二条 この法律において「社会教育」とは、学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）又は就

学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律（平成十八年法律第七

十七号）に基づき、学校の教育課程として行われる教育活動を除き、主として青少年及び成人に

対して行われる組織的な教育活動（体育及びレクリエーシヨンの活動を含む。）をいう。
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２．社会教育の意義
社会教育には、地域住民一人一人のもつ資質や能力を高め、その力を地域

活動に生かす「人づくり」、そういう人々の活動が地域の課題解決や地域の活
性化につながる「地域づくり」、そして、それらの活動を通して地域住民の間
に絆が生まれる「絆づくり」という大切な意義があります。

（１）「人づくり」
複雑化した現代社会においては、個人や地域は様々な課題を抱えていま

す。それらの課題の解決に向けて、地域住民が当事者意識をもち積極的に
行動することが、これまで以上に求められています。
そのため、社会教育においては、趣味・教養に関する講座等だけでなく、
現代的・社会的課題に応じた学習を充実させる必要があります。
その結果、住民一人一人の資質や能力が高められるなど、社会教育によ
る「人づくり」が期待されています。

（２）「地域づくり」
過疎化・核家族化など社会状況の変化により、地域コミュニティの希薄

化が一層深刻になっています。個人や地域の課題解決に向けた学習活動や
ボランティア活動等を支援することは、地域住民の力を発揮する機会を提
供することとなり、その結果として、地域が活性化されます。これが社会
教育のもたらす「地域づくり」です。

（３）「絆づくり」
地域住民が個人の力を高めながら、つながりあい、積極的に行動するこ

とにより、地域住民の間に「絆」が生まれ、住民同士のつながりがより強
まります。東日本大震災により、家族や地域のつながりの重要性が再認識
されました。それとともに地域や社会に貢献しようとする人々の思いや、
社会の動きも高まっており、社会教育のもたらす「絆づくり」の重要性は
増しています。

教育基本法

(社会教育)

第十二条 個人の要望や社会の要請にこたえ、社会において行われる教育は、国及び地方

公共団体によって奨励されなければならない。

２ 国及び地方公共団体は、図書館、博物館、公民館その他の社会教育施設の設置、学校

の施設の利用、学習の機会及び情報の提供その他の適当な方法によって社会教育の振興

に努めなければならない。
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令和７年度 三木市の社会教育体制について 

 

 平成２９年度までは、市長部局が公民館事業や「まなびの郷みずほ」、「別所

ふるさと交流館」などの生涯学習事務全般を補助執行していましたが、平成３

０年度から教育委員会に生涯学習課が新設され、当該業務を所管しています。 

 令和７年度も、昨年度と同様、社会教育の拠点となる公民館を中心に、地域

に根ざした生涯学習と市民活動の活性化を図るとともに、地域間のふれあい交

流の促進を進めていきます。 

 

■ 生涯学習課 

 １ 生涯学習の推進に関すること 

 ２ 地域コミュニティ活動の促進に関すること 

 ３ 地域人権学習の推進に関すること 

 ４ 社会教育団体の育成支援に関すること 

 ５ まなびの郷みずほに関すること 

 ６ 別所ふるさと交流館に関すること 

 ７ 二十歳の祝典（成人式）に関すること 

 ８ 公民館の活動に関すること 

 ９ 三木ホースランドパークエオの森研修センターに関すること 

 10 中央公民館等施設の複合化に関すること 

 

■ 図書館 

 １ 図書館運営、整備に関すること 

 ２ 図書の収集、整理、保存に関すること 

 ３ 図書の利用に関すること 

 ４ 図書に係る調査、相談に関すること 

 ５ 講座、講演会、その他図書館活動に関すること 

 ６ 広報に関すること 

 

■ 文化・スポーツ課 

 Ⅰ 文化芸術係 

  １ 文化芸術の振興、普及、奨励に関すること 

  ２ 文化芸術団体の育成支援に関すること 

  ３ 文化芸術顕彰制度の運用に関すること 

  ４ 東・北播磨地域における文化芸術事業に関すること 
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  ５ 市民文化振興基金事業に関すること 

  ６ 文化施設の管理・運営に関すること 

 

 Ⅱ スポーツ係 

  １ 市民のスポーツ振興に関すること 

  ２ 社会体育に係る企画・調整に関すること 

  ３ スポーツ推進委員に関すること 

  ４ 社会体育及びレクリエーションの奨励に関すること 

  ５ 社会体育団体の指導助成に関すること 

  ６ 公益財団法人三木市スポーツ振興基金に関すること 

  ７ スポーツ関係者の顕彰に関すること 

  ８ スポーツクラブ２１の運営支援に関すること 

  ９ 社会体育施設の管理運営に関すること 

 

 Ⅲ 文化遺産係 

  １ 文化財保護に関すること 

  ２ 文化財の調査、研究、活用に関すること 

  ３ 歴史・美術の杜推進事業（国指定史跡の整備計画）に関すること 

 

 Ⅳ 地域クラブ活動推進担当 

  １ 地域クラブ活動の推進に関すること 

 

■ 教育センター 

 １ 生涯学習に関すること 

 ２ 青少年の非行防止と健全育成に関すること 

 

■ 人権推進課 

 １ 「三木市人権尊重のまちづくり条例」、「同基本計画」及び「同実施計 

   画」に関すること 

 ２ 三木市人権・同和教育協議会に関すること 

 ３ 人権施策に関すること 
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令和７年度 社会教育施策の推進について 

 

生涯学習課 業務内容 

 

令和７年度 生涯学習課重点施策 

１ 地域の未来を担う人づくりと地域課題の解決に向けた支援 

２ 人権尊重の視点を取り入れた生涯学習の推進と地域づくり 

３ 中央公民館等複合施設整備事業の推進 

 

社会教育関係業務 

 

１ 生涯学習の推進に関すること 

各公民館において、それぞれのライフステージに対応した乳幼児教育学級、

サマースクール、家庭教育学級、女性セミナー、高齢者教室などの生涯学習

講座等を開催し、地域のひとづくり、仲間づくりに努める。 

特に家庭教育に関しては、学習講座の充実とともに、親子のふれあいや地

域の人と子どもとのふれあいの場を提供する。 

 

２ 地域コミュニティ活動の促進に関すること 

各地域での各種イベントを通じて、地域住民相互のふれあいと連帯意識を

高め、地域の活性化と明るい地域づくりをめざす。 

(主な地域イベント) 

グラウンドゴルフ大会、バレーボール大会、納涼大会、運動会、文化祭、 

ハイキング、防災訓練、スキー、音楽祭、俳句まつり等 

 

３ 地域人権学習の推進に関すること 

各地域での人権学習の推進のため、リーダー研修会を行い、地域住民学習

会の開催に向け、学習教材の手配や指導者の派遣調整を行うとともに、あら

ゆる差別の解消と地域づくりに向けた取組を進める。 

 

４ 社会教育団体の育成支援に関すること 

市内で活躍されている、連合ＰＴＡ、子ども会育成会連絡協議会、ユネス

コ協会、託児ボランティア、身体障害者社会学級等の団体について継続して

育成支援を行う。 

 

５ まなびの郷みずほに関すること 

三木市高齢者大学、大学院の運営では、「ライフサイクルに応じた生きがい
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の創造」、「地域活動の核となる指導者の養成」を目的とし、教養課程をはじ

め健康福祉、文化などの専門課程を学びながら、人生 100 年時代をさらに生

きがいを創出し、有意義な生活につながる講座をカリキュラムに組んでいる。 

また、施設を地域のコミュニティの場とするために、活用連絡会を核とし

て、各団体間のイベントやキャンプなど青少年の体験活動を通じて交流促進

を図る。 

 

６ 別所ふるさと交流館に関すること 

地域資源を活かして人々の交流を促し、地域の活性化を図る拠点施設とし

ての活用を進める。管理運営を行うさとの会や別所地域と連携し、ふるさと

産品の開発やイベントの実施等により、人が集い、憩い、ふれあい、にぎわ

いを生む事業を展開する。 

 

７ 二十歳の祝典（成人式）に関すること 

市内の２０歳を迎える方を祝い励ますとともに、大人としての自覚を促す

ため、二十歳の祝典を開催する。 

なお、法律改正に伴い成年年齢が１８歳になったため、式典の名称を変更

した。 

令和７年度対象者：平成１７年４月２日～平成１８年４月１日生まれの方 

 

８ 公民館の活動に関すること 

 

９ 三木ホースランドパークエオの森研修センターに関すること 

  指定管理者制度により運営、管理を行うとともに、エオの森研修センター

の老朽化した施設や設備の修繕等を行う。 

 

10 中央公民館等施設の複合化に関すること 

  施設の複合化に向け、「三木市公共施設再配置計画」に基づき、点在する４

公共施設と１民間施設の機能を集約するとともに、三木地区のみならず広域

的なにぎわい及び活動の拠点を創出する。 

  昨年度はコンサルティング業者と協力しながら、庁内で対象施設の所管課

長や商工会議所などで構成したプロジェクト会議を開催し「中央公民館等複

合施設基本計画」を策定した。 

  今年度は、コンサルタント事業者の支援を受けながら、公募へ向けサウン

ディング調査を行い、募集要項、要求水準書を作成し、設計、施工及び管理

運営を行う事業者を公募する。事業者の選定は、学識経験者を含めた委員数

名により審議して決定する。 
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公 民 館 の 活 動 

１ 中央公民館 

活動目標 

  ～ 人と人、心と心がふれあうまちづくり ～ 

①  地域住民のニーズに応じた一人ひとりの学びの機会と多世代交流の充実 

②  人と人との絆を深め、共生の心を育む人権教育・学習の推進 

③ 地域住民主体のまちづくりの支援 

現状と課題 

①  地域住民のニーズに応じた一人ひとりの学びの機会と多世代交流の充実 

【現状】 高齢者教室、女性セミナー、サマースクールなど、子どもから高齢者までライ

フスタイルに応じたテーマの生涯学習講座を開催している。 

【課題】 参加者の関心が高いテーマに絞った講座を企画するとともに、自主的なサーク

ル活動の運営をサポートする。また、スマホ教室など、デジタル機器の知識習得

に関する講座や親子を対象にしたプログラミング講座の充実を図る。 

 

②  人と人との絆を深め、共生の心を育む人権教育・学習の推進 

【現状】 人権ミニフェスティバルでは人権作文朗読や人権講演を行い、視察研修ではフ

ィールドワークを通じて人権テーマについての知見を深めることができた。また、

住民学習は集会形式や家庭内学習形式など、地域の実情に応じた開催方法により、

全４３自治会で実施された。 

【課題】 人権ミニフェスティバルや視察研修への参加は、三木地区地推協の役員等に偏

った傾向があるため対象者の拡大に努める。住民学習については、引き続き地域

の実情に応じた方法やテーマを提示し、幅広い年代の方が参加しやすくするため

の工夫を行う。 

 

③  地域住民主体のまちづくりの支援 

【現状】  三木地区ふれあい交流事業推進委員会（三木地区市民協議会）が、事業部会を

中心に「七夕まつり」や「お月見会」などの地域交流イベントを開催し、住民相

互の親睦を図るとともに、多様な生活文化圏が存在する三木地区における人と人

とのつながりや連帯感を深めるまちづくりを推進している。また、三木城下町ま

ちづくり協議会が、城下町の特性を活かしたまちづくりを展開している。 

【課題】 役員の高齢化に伴う組織や運営方法の見直しが課題となっている。市民協議会

の定例会議等において、各団体間の連携や合意形成のための協議の場を設け、課

題解決に向けて継続して支援していく。 
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２ 三木南交流センター 

活動目標  

  ～交流と学びの充実、そして人にやさしく元気な三木南地区に～ 

① 「三木南ふれあいプロジェクト」と連携した住みよいまちづくり活動の推進 

② 学びの充実と世代を越えた交流の推進 

③ 人にやさしい人権教育・啓発活動の推進 

④ 生涯スポーツを通じた仲間づくりと健康づくりの推進 

現状と課題 

① 「三木南ふれあいプロジェクト」と連携した住みよいまちづくり活動の推進 

【現状】 「暮らし生活部会」による地域の課題解決に向けた取組を継続する。 

(1)認知症予防プログラムの実践 (2)子ども主体のイベント実施 (3)デ

マンド型交通導入に係る地域支援 (4)第２次支えあい活動計画に基づいた

取組の実施 (5)ふれあいイベントの開催 (6)その他の関連事業（文化、

スポーツ、子育て、広報、要援護者支援）を拡充し、より住みよい三木南

地区を目指す。 

【課題】 継続して取り組んできた「認知症予防プログラム」「子ども主体のイベン

ト（みなみえんにち）」のさらなる充実を図るために、開催方法やプログラ

ムの内容検討を進めていく必要がある。 

② 学びの充実と世代を越えた交流の推進 

【現状】 心身の発達段階やライフステージに応じた生涯学習講座、テーマを特化

した公開セミナーを開催する。その他、乳幼児親子のおしゃべりサロン、

小学生のサマースクール、小学生と高齢者のふれあい活動などを計画して

いる。また、サークルや団体に活動の場所と発表の機会を提供するなど、

自主活動を支援している。 

【課題】 講座やセミナーの内容充実を図るとともに、機会あるごとに世代を越え

た交流の場を設けるように努める必要がある。 

③ 人にやさしい人権教育・啓発活動の推進 

【現状】 住民学習会は自由参集方式とし、教材を視聴するとともに人権資料「と

もに学ぶ」を活用するなど、幅広い視点で人権を学ぶ機会を提供する。 

【課題】 自身の周辺にある人権課題に自らが気付き、その解決に向けて行動する

態度を養成していく必要がある。 

④ 生涯スポーツを通じた仲間づくりと健康づくりの推進 

【現状】 年齢や年代、性別を越えて生涯にわたってスポーツを楽しもうとする人

にその機会と場所を提供し、健康づくりや仲間づくりに寄与している。     

【課題】 施設設備の改善と充実、講師等の人材確保が必要であり、そのための予

算措置を計画的に行う必要がある。 
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３ 別所町公民館 

活動目標 ～ 人と人とのつながりのある地域づくり ～ 

① ライフステ－ジに対応した講座の充実と地域課題・社会情勢に直結した生涯学

習の推進 

② 「人権尊重のまちづくり」のための人権教育・啓発の推進 

③ 自主防災組織のさらなる活性化に向けた支援 

④ まちづくり協議会や各種団体と協働した地域づくりとまちのにぎわいづくりの

支援 

現状と課題 

① ライフステ－ジに対応した講座の充実と地域課題・社会情勢に直結した生涯学

習の推進 

【現状】 生涯学習講座として家庭教育学級・さわやか女性セミナー・高齢者   

教室を、専門教室として男の料理教室やサマースクール、スマホ教室をそ

れぞれ開催している。 

【課題】 「スマホ教室」を継続して開催し、便利なアプリを使いこなせる高齢者

をさらに増やしていく必要がある。 

② 「人権尊重のまちづくり」のための人権教育・啓発の推進 

【現状】 住民学習に係る指導者・リーダー研修、各地区における住民学習会、交

流館外研修、人権教育研究大会などを実施している。 

【課題】 住民学習会については、参加人数の減少が課題である。各地区で複数回

の開催を検討するなど実施方法・内容を工夫し参加人数の増加を図る必要

がある。 

③ 自主防災組織のさらなる活性化に向けた支援 

【現状】 別所まちづくり協議会と公民館が連携を図り、災害発生時の初動行動を

想定して毛布担架や車いすを利用して負傷者を搬送する訓練と支援者を支

援するための「支え合いマップ」を作成する図上訓練を隔年で実施してい

る。 

【課題】 高齢化が進み、要支援者が増加している。また、地区の役員が 1～2年で

交代するため、継続開催する必要がある。 

④   まちづくり協議会や各種団体と協働した地域づくりとまちのにぎわいづくり

の支援 

【現状】 まちづくり協議会各部会等と連携し、「町民納涼大会」、「町民文化祭」、

「人権教育研究大会」などの行事を通じて、地域づくりやにぎわいづくり

を支援している。 

【課題】  地域の高齢化と各団体の役員のなり手不足が課題となっている。持続可

能な活動や行事の内容・方法を工夫していく必要がある。 

10



 

４ 志染町公民館 

活動目標 

  ～ こころ通い合う、人がやさしいまちづくり ～ 

① 「志染ふれあい委員会」の自主的活動やその運営への支援 

② 魅力的な生涯学習講座の開催と交流の場の提供 

③ 「自分事」として主体的に取り組む人権教育・啓発の推進 

現状と課題 

① 「志染ふれあい委員会」の自主的活動やその運営への支援 

 【現状】 「志染ふれあい委員会」は活気あるまちづくりの推進と町民の交流を

めざし多くの事業に取り組んでいるが、区長協議会をはじめとする「ふ

れあい委員会」の構成メンバーが毎年交代しているため、地域課題の解

決に対し、その解決に至るまで継続的な検討・協議をおこなうことを目

的に特別委員会を設置し、地域公共交通や旧志染中学校跡地利活用につ

いての協議を進めてきた。 

 【課題】 ふれあい委員会の構成メンバーが原則一年任期であることで、部会運

営が事務局主導となっている現状。各部会所属の前任区長の積極的参加

を推進し、より能動的な部会運営となるよう支援していく必要がある。 

 ② 魅力的な生涯学習講座の開催と交流の場の提供 

【現状】 すくすく（乳幼児教育）学級やいきいき（高齢者）教室、ゆうゆう（成

人）セミナーなど、それぞれの世代の興味関心についてアンケート等で

把握した内容に応じたテーマ設定により講座を開催している。 

【課題】 老人クラブ長会開催日に教室の開催日をあわせて参加者を確保している

のが現状。新たな受講者の確保が課題。特に乳幼児教育学級は、出産や職

場復帰などの理由により参加者が集まらず今年度は休会とせざるを得な

くなったため、かつて参加されていた親子に声をかけて、「同窓会」を催

す予定。 

③ 「自分事」として主体的に取り組む人権教育・啓発の推進 

【現状】 毎年新たな人権課題をテーマにした住民学習会や、地域リーダー・指

導者研修会、地域づくり研究大会、館外人権研修を開催し人権啓発に努

めている。また、利用者を対象にした人権研修を行っている。 

 【課題】 昨年度は 13地区すべてで対面による住民学習会を開催し、326 名の参

加を得た。親子で参加されるなど、若い世代の参加者も増えてきている

が、まだまだ比率は低いのが現状。社会教育推進委委員や区長会を中心

に各地区での周知徹底をすすめ新たな参加者増を図っていく。 
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５ 細川町公民館 

 活動目標 

～ 公民館で 学ぼう！ 集まろう！ つながろう！ ～ 

① ライフステージ・地域課題・社会情勢に対応した生涯学習の推進 

② 人権尊重のまちづくりをめざした人権教育・啓発の推進 

③ 町づくり協議会と連携した公民館利用促進と地域コミュニティ形成事業の充実 
 

現状と課題 

① ライフステージ・地域課題・社会情勢に対応した生涯学習の推進 

  【現状】 成人男女を対象に「ゆとり講座」、高齢者を対象に「高齢者教室」、専

門教室として小学生対象に「サマースクール」「スプリングスクール」

等を開催している。 

  【課題】 参加者の高齢化・固定化に加えて、全体としては参加者数が減少傾向

にある。参加者のニーズにそった講座内容の見直し・工夫が必要である。 
 

② 人権尊重のまちづくりをめざした人権教育・啓発の充実 

【現状】 令和６年度地推協総会、住民学習指導者・リーダー研修会を従来通り

の形で開催することができた。住民学習も各自治会が学習方法・教材を

選択して実施する。今年度は、地区の住民が集まりビデオを活用する地

区と教材を活用して家庭で行う地区がほぼ同数である。 

１１月には、住民学習取組報告、小中学生人権作文朗読、人権講演会

を内容とした細川町豊かな町づくり推進大会を開催する予定である。 

【課題】 住民学習の開催方法・内容等の工夫を図りながら、若い世代や新たな

参加者を増やし、より多くの住民が積極的に人権学習に取り組めるよう

啓発活動や支援体制を充実させる。 
 

③ 町づくり協議会と連携した公民館利用促進と地域コミュニティ形成事業の充実 

【現状】 令和６年度の町の行事については、町づくり協議会と連携のもと計

画どおり開催できた。今年度も改善や工夫をして、より一層参加者の

増加を目指す。 

令和４年度に開始された「細川地域学校」は、季節ごとでなくテー

マごとに開催し、持続可能な取組に発展するよう模索を始めている。 

【課題】 細川地域学校の講座から公民館サークル活動へのスムーズな移行の

ためのサポートをいかに進めていくかが課題である。また、地域行事

や「細川地域学校」の認知度を高め、参加者の増加を図るため、公民

館だより・豊かな町づくりニュース等、紙媒体による情報発信に加え、

町づくり協議会や「ほそかわ情報局」のホームページ・ライン公式ア

カウント等を活用した情報発信の積極的な支援をしていきたい。 
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６ 口吉川町公民館 

活動目標 

  ～“大家族”みんながつながる公民館～ 

① 「口吉川ふれあいまちづくり協議会」の自主自立した運営の支援 

② 人権尊重のまちづくりを推進 

③ 地域にあった生涯学習事業の推進 

現状と課題 

① 「口吉川ふれあいまちづくり協議会」の自主自立した運営の支援 

【現状】 ふれあいまちづくり協議会の各部会と各事業の企画委員会が中心にな

り、「口吉川ふれあい夏まつり」や「町民文化祭」、「町民グラウンドゴル

フ大会」を開催し、町民相互の交流と親睦が図られている。また、防災

訓練の実施や部会での地域課題の掘り起こしなど、安全・安心な暮らし

の確保に努めている。加えて、「ふれあいバス」の運行や、一人暮らし高

齢者等を支援する友愛訪問活動や「ふれあいサロン」の開催に継続して

取り組んでいる。 

【課題】 協議会運営や地域課題の解消に向け、子ども会、老人クラブ、ボラン

ティアグループなど地域で活躍している各種団体との連携を図るととも

に、「ふれあいバス」の継続運営にむけた会員確保を図る。 

② 人権尊重のまちづくりを推進 

【現状】 参集型による住民学習を推奨し、人権意識の向上を図ると共に、地域

づくり研究大会では実践発表や記念講演会を行い、人権学習を進める計

画である。また、口吉川地推協館外研修（京都府「舞鶴引揚記念館」）を

計画している。 

【課題】 住民学習参加者が減少傾向にあるが、指導者、リーダーの資質の向上

をめざすとともに、若い世代をはじめ誰もが参加しやすい学習会となる

よう啓発を行う。 

③ 地域にあった生涯学習事業の推進 

【現状】 乳幼児教育学級、女性セミナー及び高齢者生きがいセミナーなどを通

じて地域でふれあいや交流が図られている。 

【課題】 乳幼児学級や専門教室への参加が減少し、女性セミナー、高齢者セミ

ナーは受講者が固定化しつつある。より多くの方の参加を図るため、他

地区での取組を参考にしつつ、それぞれの教室間で交流を持つなど、学

習内容を見直し魅力ある講座を開催する。 
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７ 緑が丘町公民館 

 活動目標 

  ～ 人と人とのつながりをまちの力に ～ 

① 地域の必要課題の学習と社会教育活動の推進 

② 地域団体の自主自立に向けた活動支援 

③ 住民ニーズに対応したデジタル事業の推進 

④ 人権尊重のまちづくりの推進 
  

現状と課題 

① 地域の必要課題の学習と社会教育活動の支援 

【現状】生涯学習講座は、受講者のアンケートで要望の多い課題とともに、地域

づくりにつながる必要課題について、参加者が増えるように工夫して企

画している。また、地域住民がお互いに学び合うボランティア活動を支

援することにより、社会教育活動を推進し、地域コミュニティを担う人

材の発掘をめざす。 

【課題】地域コミュニティを担う人材の高齢化。 

就労層を中心とした若い世代の参画が少ない。 

 

② 地域団体の自主自立に向けた活動支援 

【現状】緑が丘町まちづくり協議会では、役員の高齢化に伴う懸念からふるさと

まつりへの取組を終え、新たなイベントに変わるため、組織や活動内容

を見直し新たな取組を始める。また、各種団体も参画した継続的な組織

運営ができるように組織を見直し、まちづくり協議会の組織運営と活動

が円滑に進むように支援する。 

【課題】まちづくり協議会構成団体の役割分担。 

地域住民に対する魅力ある地域活動の創出。 

 

③ 住民ニーズに対応したデジタル事業の促進 

【現状】公民館で開催しているスマホ教室において、住民からの要望があった応

用編（マイナポータルや生成ＡＩ等）を題材として開催する。その一方、

これまでデジタルデバイド解消のため行ってきた、基本的な操作内容の

教室も引き続き開催する。また、令和６年度に公民館に整備されたＷⅰ-

Ｆⅰを活用した取組も今後検討していきたい。 

【課題】 情報の発信側と受信側、双方のネットに関するリテラシーを高めること。 

 

④ 人権尊重のまちづくりの推進 

【現状】まちづくり協議会の住民学習部会活動計画により、人権講演会、視察研

修会等の事業を計画している。また、フィールドワークなど体験を通し

た館外人権学習を行うことで新たな視点で、住民学習会の取り組みを進

めているところである。 

【課題】自治会単位の住民学習会への参加促進。 

高齢者の立場で考え、思いやる人権意識の普及啓発。 
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８ 自由が丘公民館 

 活動目標 

 ～住み続けたいまち自由が丘をめざし、ふれあいを大切にする活力ある公民館～ 

① 生涯学習機会の充実 

② 地域コミュニティの活性化 

③ 自由が丘市民協議会による地域課題解消に向けた運営支援 

④ 人権尊重のまちづくりの推進 

 

現状と課題 

① 生涯学習機会の充実 

 【現状】 生涯学習講座（女性・高齢者は年 10回、乳幼児は年 20 回程度）を実

施。夏休みには小学生を対象にサマースクールのほか、地域住民が学習支

援を行う「夏休み自由っ子未来塾」を開催している。各講座とも参加者も

増え高評価を得ている。今後も講座後のアンケート結果等を参考に受講者

のニーズを把握し講座を実施していく。 

 【課題】 Ｗｉ－Ｆｉを活用したスマホ講座をはじめ利用者のニーズやライフス

タイルに応じた講座を開催し、公民館活動の活性化を図る。 

② 地域コミュニティの活性化 

 【現状】 地域コミュニティの一層の活性化をめざし、納涼盆踊り大会やウォー

キングフェスティバルをはじめ、地域行事や文化祭、自主防災訓練等を実

施している。 

 【課題】 各行事では前例踏襲に捉われず、地域の意見も取り入れ、議論をしな

がら時代や実情に応じた内容へ見直していく。 

③ 自由が丘市民協議会による地域課題解消に向けた運営支援 

 【現状】 「くらし・生活部会」「住環境改善部会」「安全対策部会」の３部会を

設け、地域の課題解決に向け協議・対応している。市とも連携が必要な内

容は市政懇談会で意見提言している。 

 【課題】 地域課題の中には簡単に解決に至らない課題も多いため、過去の取組

も参考に課題を精査し、効果的かつ主体的な活動となるよう支援する。 

④ 人権尊重のまちづくりの推進 

 【現状】 地推協を中心に同和問題や新たな人権課題について、住民学習会や老

人会、登録団体等で研修会を行っている。また、フィールドワークなど体

験を通した館外人権研修を年２回実施している。 

 【課題】 住民学習会の参加者が限られている。幅広い年齢層の住民に一人でも

多く参加してもらえるよう継続的に取り組みを行う。 
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９ 青山公民館 

活動目標 

～人の温かさと心配りがあり、人のつながりをつくる公民館づくり～ 

① 誰もが立ち寄ってみたくなる魅力ある公民館 

② 自己向上の願いが叶う、学びを大切にする公民館 

③ 人権尊重のまちづくりの推進する公民館 

④ まちづくり協議会が取り組む、地域課題解決に向けた活動への支援 

現状と課題 

① 誰もが立ち寄ってみたくなる魅力ある公民館 

【現状】 子どもから高齢者まで、各種団体の活動をはじめ地域の交流拠点として

連日多くの来館者で賑わいをみせている。 

【課題】 来館者にやさしい館内環境の充実 

Wi-Fi 環境の整備に向けた望ましい利用方法の検討 

② 自己向上の願いが叶う、学びを大切にする公民館 

【現状】 乳幼児学級は季節行事や親子交流を深め、女性セミナーは生活や健康に

関する女性の関心が高い内容を、高齢者教室は自ら学び、生き生きと過ご

すためのきっかけをつくることをねらいとして計画している。 

【課題】 新たな参加者の開拓と登録者の出席率向上 

③ 人権尊重のまちづくりの推進する公民館 

【現状】 まちづくり協議会の人権部会「青山ふれあいネット」が人権学習の推進

役を担い各種セミナーや講座などを開催し、同和問題への研修をはじめ、

館外研修、国際理解講座等を実施している。 

【課題】 地域住民が求めるテーマの設定 

自治会単位の住民学習への参加促進 

学校再編による地域間交流の観点からも同和問題にかかる研修の充実 

④  まちづくり協議会が取り組む、地域課題解決に向けた活動への支援 

【現状】 住みよいまちづくりの実現をはかるために設立された部会（防犯、子育

て支援、高齢者支援、広報 他）により、地域課題解決に向けての取組が

進められている。 

【課題】 自主自立運営に向けた側面サポートの在り方 

公民館と連携した各種行事の在り方 
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1０ 吉川町公民館 

活動目標 

  ～ いきいきと 心ふれあうまち ～ 

① 吉川町まちづくり協議会による地域課題解決に向けた取組への支援 

② よかわふるさと交流推進協議会の「交流の場づくり」への支援 

③ 生涯学習機会の充実 

④ 人権教育の推進 

 

現状と課題 

①  吉川町まちづくり協議会による地域課題解決に向けた取組への支援 

【現状】 「よかわのことはよかわのみんなで考えよう」をスローガンに住民自らの

提案と実践活動により相互の協力のもと、様々な地域課題を解決し、安全・

安心で心豊かなまちづくりの推進に取り組んでいる。 

     今年度は吉川町が三木市と合併して２０年となる節目の年であり、新たに

「道の駅よかわ」が完成したことを契機に更なるまちの活性化、賑わいづく

りが求められている。 

【課題】 「道の駅よかわを中心とした活性化」「農業の活性化」「地域の活性化」「子

育て問題」「吉川町の情報発信」などの地域課題を各部会に分かれて、各団体

のメンバーが参加し、様々な角度から議論し、地域課題に取り組んでいるが、

一部のメンバーに負担が掛かり過ぎている部分もあり、組織内の役割を見直

し、実行力のある協議会にする必要がある。 

②  よかわふるさと交流推進協議会の「交流の場づくり」への支援 

【現状】 ふれあい喫茶「どんがらりん」を主要事業とし活動している。また、「コー

ヒーくらぶ」の拠点を公民館から近隣の「よかとこルーム（吉川支所跡地の

多世代交流スペース）」に移すなど、新たな交流の輪を広げている。 

【課題】 ふれあい喫茶スタッフの高齢化と後継者確保が課題である。また、毎年赤

字が続いており、まちづくり協議会との連携のもと継続して活動できるかが

重要な課題となっている。 

③  生涯学習機会の充実 

【現状】 子どもから高齢者、女性を対象とした生涯学習の場を提供している。こと

ぶき学級による高齢者教室やサークルに分かれての学習、さざんかセミナー、

キッズゆめ広場など多様な学習に取り組んでいる。 

【課題】 少子高齢化の進展とともに、地域住民の方の生涯学習ニーズの把握と学習

機会の提供、あわせて世代間の交流、若い世代の参画が課題となっている。 

④  人権教育の推進 

【現状】 住民学習については、継続性が重要であるため、地域で実施しやすい形態

で開催しており、多くの自治会ではコロナ禍以前のような、対面による研修

の形態で実施している。 

【課題】 ほとんどの自治会で従来の集会スタイルで住民学習を実施できているが、

外部から助言者等を招くことはしていないため、できるだけ外部からの指導

助言や意見交換の機会も設け、さらに実のある住民学習を推進していく必要

がある。 
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図書館 業務内容 

 

令和７年度図書館重点施策 

１ 乳幼児から高齢者まですべての市民が便利に利用できる図書館の運営 

２ ＤＸ時代に対応した図書館システムの導入及び図書館サービスの充実 

 

＜主な業務内容＞ 

１ 図書館運営、整備に関すること 

市民の「知りたい」「読みたい」に確実に応えるため、中央図書館を中心と

した市内図書館のネットワークを強化し、県内はもとより全国各関係機関との

連携を図り、必要とされる資料を必要な方に合わせた形での提供ができるよう

努める。 

図書館システムの更新に伴い、デジタル技術を活用した機能を有する図書館

システムを導入し、利用者の利便性の向上を図り、郷土資料のデジタルアーカ

イブ化を進めていく。 

また、「市民とともに歩み、成長する図書館」をめざし、イベントの開催や

図書館事業について、図書館ボランティアなど市民とともに取り組み、図書館

を中心とした「本と人」「人と人」のつながりの場を提供する。 

 

２ 図書の収集、整理、保存に関すること 

乳幼児から高齢者まで、市民のニーズに応じた資料を中心に、市民の新たな

発見を促し、各々の課題解決に役立つ資料を収集する。 

また、三木市や兵庫県などの地域を知り、研究する手がかりとするための地

域資料を市民に貸出、閲覧できるように、地域の自然や文化、歴史、産業など

に関する資料を積極的に収集し整備する。 

 

３ 図書の利用に関すること 

市内４拠点間での貸出・返却（返却はすべての公民館で可能）・予約・受取

ができる本の共通利用をはじめ、県立図書館や近隣の図書館等との相互貸借に

よる資料提供のほか、本の予約やリクエストの普及を図るなど、日々の活動を

通して図書館に寄せる期待や信頼を高める。 

また、日々の学習や学級文庫等における図書館資料の活用の他に、図書館見

学や図書館施設を利用した作品展示などを通して、市内各学校との連携を図り、

子どもたちが本に親しむ環境づくりに努める。 

 

４ 図書に係る調査、相談に関すること 

図書館司書の専門的資質を向上させ、資料に関する調査、相談サービス（レ

ファレンスサービス）を充実させる。市民自らが課題を発見・選択して、その
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解決に向けて主体的に取り組んでいくことを支援する。 

また、児童生徒が様々な資料から自分に必要な情報を探し出すための支援を

行う。 

 

５ 講座、講演会、その他図書館活動に関すること 

講座や講演会、展示など各種行事の開催を市民と協働して実施する。ブック

スタートやおはなし会、ストーリーテリング等を通じ、子どもが幼いころから

本や物語に触れる機会を提供し、子どもの読書活動を支援する。 

また、対面朗読や手話でみんなのおはなし会、えいごのおはなしかい、宅配

サービスなどを関係各課と連携して実施し、すべての市民が図書館サービスを

受けられる環境を整える。 

あわせて、中央図書館開館 10 周年、青山図書館開館 15 周年事業を実施し、

図書館活動をさらにＰＲしていく。 

 

６ 広報に関すること 

中央図書館の図書館だより「ふいご」をはじめ、吉川図書館「よかぼん」、

青山図書館「あおと便」を発行して新着図書情報や図書館事業等をＰＲする。 

また、「広報みき」、ホームページ、Ｘ（旧ツイッター）を活用し、効果的で

タイムリーな情報発信を行う。 
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文化・スポーツ課業務内容 

 

令和７年度文化・スポーツ課重点施策 

１ 中学校部活動の地域クラブ活動への展開を推進 

２ 上田桑鳩作品の活用に向けた取組を推進 

３ スポーツ推進委員活動の推進 

４ 国指定史跡三木城本丸跡・二の丸跡の発掘調査報告書の作成 

 

Ⅰ 文化芸術係  

 

１ 文化芸術の振興、普及、奨励に関すること 

文化芸術活動を行う個人・団体の活動意欲を喚起するとともに、多様な文

化芸術に触れ親しむ機会を提供し、市民文化の向上に寄与する各種事業を開

催する。また、子どものころから自分の表現と向き合い、自己表現の場を提

供するためにハイティーンを対象としたアートティーン公募展を開催する。 

 

２ 文化芸術団体の育成支援に関すること 

文化連盟等組織団体の活動支援並びに助成を行い、団体の育成を図る。 

 

３ 文化芸術顕彰制度の運用に関すること 

三木市文化芸術賞表彰規則の施行に伴い、選考委員会を組織し、実効性の

ある規則の運用を行う。 

 

４ 東･北播磨地域における文化芸術事業に関すること 

東･北播磨地域で活動する文化芸術団体の相互の交流と発表の機会を提供

し、地域文化の発展向上を図る地域事業の開催協力や参加支援を行う。 

今年度は、県内太鼓チームが集う和太鼓フェスティバルを本市で開催する。 

 

５ 市民文化振興基金事業に関すること 

市民文化振興基金を活用し、子どもたちに優れた舞台芸術に触れる機会を

隔年で提供し、豊かな感性を育成する。 

また、全国大会等に参加する者に対して経費の一部を補助することにより、

青少年の文化・芸術活動の振興を図る。 

 

６ 文化施設の管理・運営に関すること 

(1) 三木市立堀光美術館 

美術館の事業計画や運営について、美術館協議会に諮りながら、地域

の美術文化の拠点施設として、本市ゆかりの芸術家や市内で創作活動を
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行う芸術団体等の作品展を特別展・特別企画・企画展として開催し、創

作活動の支援や育成を図るとともに、市民に多彩な芸術を鑑賞する機会

を提供し、芸術活動の推進と地域文化の振興を図る。 

また、ワークショップなどを開催し、市民が身近に芸術を楽しめる機

会づくりに努める。 

さらに、上田桑鳩作品の活用を推進するため、研究会を設立する。 

(2) 三木市文化会館 

会館の管理運営については、指定管理者（公益財団法人三木市文化振

興財団）が行っており、業務の履行確認と指導監督を適切に行う。 

指定管理者と連携して、市民参加型事業の「三木第九」演奏会や「み

き演劇セミナー」、「映画上映会」を実施する。 

 

Ⅱ スポーツ係  

 

１ 市民のスポーツ振興に関すること 

市民の自主的、主体的なスポーツ活動を促進させるため、市民スポーツ教

室やみっきぃふれあいマラソンなどのライフスタイルとライフステージに

応じたプログラムを提供する。 

ゴルフ、テニス、馬術、スケートボードパーク等の三木の特色を活かした

スポーツ文化を広く市民にアピールするとともに、市民交流の輪を広げ、市

民の健康増進と青少年の健全育成に努める。 

 

２ 社会体育に係る企画・調整に関すること 

スポーツの普及、振興を図るために、年齢や体力、技術に応じて、いつで

も、どこでも、気軽にスポーツを楽しむことができる活動プログラムなどの

企画や研究に取り組む。関係各課と連携しながら、障がい者スポーツの推進

に取り組む。 

 

３ スポーツ推進委員に関すること 

スポーツ基本法の規定に基づき、スポーツ振興のため住民の求めに応じて

スポーツの実技指導等を行うため、スポーツ推進委員を３１名委嘱している。

地域のスポーツ活動の普及、推進を図り、ニュースポーツの普及に努める。 

 

４ 社会体育及びレクリエーションの奨励に関すること 

誰でも楽しめるニュースポーツの体験や、レクリエーションスポーツ大会

を開催する。 
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５ 社会体育団体の指導助成に関すること 

三木市スポーツ協会及び加盟１７単位協会の活動の活発化と指導・助成に

努める。競技スポーツの向上を目指すとともに、体育・スポーツなどの普及・

振興を図り、市民の心身の健全な発達と明るく心豊かな市民生活の向上に寄

与する。 

 

６ 公益財団法人三木市スポーツ振興基金に関すること 

体育・スポーツの振興のため、事業の実施や法人の資産管理を行う。 

・指導者育成事業 

著名なスポーツ関係者による講演会またはスポーツ体験会を開催する。 

・選手強化育成事業 

一流選手などを招へいし、直接指導を受ける強化練習会などを開催する。 

・選手派遣助成事業 

全国大会等に出場する個人・団体への必要経費などを助成する。 

 

７ スポーツ関係者の顕彰に関すること 

体育・スポーツで優秀な成績を収めた個人・団体に対し、三木市スポーツ

賞表彰規則に基づき、その栄誉を称えるとともに広く市民に普及させること

を目的に三木市スポーツ賞を授与する。また、本市における体育・スポーツ

の振興に貢献され、その功績が顕著な方へ教育功労者表彰（スポーツ部門）

を贈呈し顕彰する。 

 

８ スポーツクラブ２１の運営支援に関すること 

市内１１クラブにおける財政基盤の確立や人材の確保について助言する

とともに、公共施設の利用に係る支援を進める。また、三木市スポーツクラ

ブ２１連絡協議会において、各競技やニュースポーツの交流を通じて各スポ

ーツクラブ同士の連携を図る。さらに、スポーツクラブの活動状況や地域独

自の取組などを広く公開するとともに、自立したクラブ運営を支援する。 

 

９ 社会体育施設の管理運営に関すること 

(1) 総合体育館等の利用者調整 

スポーツ施設の利用者調整を行い、施設利用の円滑化、効率化を図る。 

(2) スポーツ用具の貸出し 

レクリエーションスポーツの普及のために用具の貸出しを行う。 

（グラウンドゴルフ、ボッチャ、モルック等） 
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Ⅲ 文化遺産係  

 

１ 文化財保護に関すること 

郷土の貴重な文化財を保護するため、文化財保護法、県・市文化財保護条

例に基づき、指定候補物件の調査鑑定を行い、文化財指定に努めるとともに、

指定文化財等の保存管理を行う。 

 

２ 文化財の調査、研究、活用に関すること 

(1) 市内に埋もれている貴重な文化財を把握するため、詳細な調査を実施 

・調査ボランティアによる石造品の悉皆調査を実施する。 

(2) 埋蔵文化財発掘調査の実施 

・文化財保護法に基づく、開発行為に伴う確認発掘調査を実施する。 

・発掘調査等で市内遺跡から出土した遺物について、洗浄や実測図作成 

などの整理作業を行う。 

(3) 文化財の啓発、活用のための展示、講演会等の実施と調査報告書の刊

行 

・発掘調査出土品の常設展示や企画展示を開催し、三木の歴史を紹介す

る。 

・学校教育又は社会教育（各種講座、セミナー等）での歴史学習の講師 

(職員)派遣やメニューづくりの指導助言を行う。 

・文化財調査等によって得られた成果を取りまとめた上で、報告書を作

成、刊行する。 

 

３ 歴史・美術の杜推進事業（国指定史跡の整備計画）に関すること 

(1) 「国指定史跡三木城跡及び付城跡・土塁整備基本計画」の推進 

平成 29 年度に策定した「国指定史跡三木城跡及び付城跡・土塁整備基

本計画」に基づき、計画的に事業を進める。 

(2) 国史跡の整備や有効活用の啓発 

史跡地の除伐や下枝、下草の刈払など、散策ルートの整備や維持管理

に努め、三木合戦が体感できるよう整備する。また、史跡周辺の環境整

備を進め、「ウォーキングマップ」を利用した史跡の紹介や歴史ウォーク、

市内外の各種団体における史跡見学や講座・講演に係る支援、市内小学

校での「ふるさと三木の歴史学習」などを行うことによって、歴史文化

遺産を活用した郷土愛の醸成に努める。 

(3)  三木城跡の発掘調査 

「国指定史跡三木城跡及び付城跡・土塁整備基本計画」に基づき、令

和４～７年度にかけて三木城本丸跡・二の丸跡の発掘調査と報告書作成

を実施する。 
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(4) みき歴史資料館を「みき歴史・美術の杜みゅーじあむ」のインフォメ

ーション施設とした歴史のまちづくり 

みき歴史資料館を市内外の人々が、気軽に訪れることができる「時空

（とき）の拠点」「情報発信の拠点」「まちづくりの拠点」として、堀光

美術館や金物資料館、史跡や登録文化財と連携し、歴史のまちづくりに

活用する。 

 

Ⅳ 地域クラブ活動推進担当  

 

１ 地域クラブ活動の推進に関すること 

中学校部活動の地域クラブへの展開を、文化芸術係及びスポーツ係と連携

して進める。 

(1) 地域クラブの立ち上げ支援 

コーディネーターを配置し、クラブの立ち上げや運営の支援を実施す

る。 

(2) ゴルフクラブの運営支援 

地域クラブの先行事業としてゴルフクラブを設立し、その運営を支援

する。 

(3) 地域クラブの募集 

今年度中に募集を開始し、第１次の認定を行う。 

(4) 地域クラブ推進協議会の設立 

地域クラブ活動を推進するため、各種団体と推進協議会を設立する。 
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教育センター 業務内容 

 

 

社会教育関係業務 

 

１ 生涯学習に関すること 

（１）市民講座「ICT 活用個別相談会」 

スマホの基礎的な操作方法を内容とした市民講座「ICT 活用個別相談会」を実施

する。市民ニーズに対応するとともに、「トライやる・ウィーク」と連動させて、

世代間交流体験の充実を図る。 

 

（２）三木市ＣＧアートコンテスト 

デジタルアートの可能性を広げるとともに、作品の発表の場を提供することに

より、とりわけ子どもの才能を伸ばすためにＣＧアートコンテストを開催する。 

 

２ 青少年の非行防止と健全育成に関すること 

（１）青少年補導委員による補導活動 

  青少年補導委員の活動やＰＴＡパトロールの活動を推進し、巡回パトロール、

街頭補導、深夜補導、特別補導、大型量販店のパトロール等を行い、青少年の非

行防止と健全育成に努めるとともに、学校・警察・業者との情報交換会を開催し、

連携を図る。 

 

（２）ネット見守り隊事業 

  インターネット上で、子どもたちに悪影響を及ぼしている問題事案について、

特別監視員にネット検索を依頼するネット見守り隊事業を行う。 

 

（３）「人の目の垣根隊」による児童生徒の見守り活動 

子どもたちの登下校の安全を守る上で非常に重要な役割を担っていただいてい

る「人の目の垣根隊」会員の活動の充実を図るために、垣根隊会員の募集や学校、

地域及び青少年センターとの情報交換会を開催する。 
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人権推進課 業務内容 

 

令和７年度 社会教育関係重点施策 

 

総合隣保館を中心に人権施策を推進するとともに、公民館を地域における

人権推進の拠点とし、三同教及び各地域の地推協との連携を図りながら地域

のまちづくりの中で人権問題を解決していく仕組みづくりを進める。 

 

 

基本目標 

 

１ 同和問題をはじめ、あらゆる人権課題に対する教育及び啓発に取り組む。 

２ 市民参画型の人権教育及び啓発を進める。 

３ 若年層の人権意識の高揚を図る取組を進める。 

 

 

社会教育関係業務 

 

１ 「三木市人権尊重のまちづくり条例」、「同基本計画」及び「同実施計

画」に関すること  

(1) 「三木市人権尊重のまちづくり条例」の理念に基づき、人権が尊重さ

れる明るく住みよい社会の実現を図ることを目的に令和 6 年度に策定し

た「三木市人権尊重のまちづくり基本計画（第４次）」「三木市男女共同

参画プラン（第４次）」に則り、今年度の「実施計画」を策定し、より一

層積極的に全庁をあげて人権行政施策の推進に取り組む。  

(2) 三木市人権尊重のまちづくり推進審議会を開催し、今年度の「実施計

画」及び取組状況について報告し、協議する。 

 

２ 三木市人権・同和教育協議会に関すること 

「人権に係る多様な学習活動」「ＦＭみっきぃによる人権啓発放送」「じ

んけんカレンダーの作成」「研究大会、各種研修等の参加活動支援」「人権

ふれあい交流」などの事業を継続実施し、さらに、「三同教サポーター登

録制度」など、市民参画型の啓発事業を進める。研究大会においては、令

和３年度から分科会構成を新たに組み、発表者がテーマや発表の形態を決

めることができる、また、参加者が自由に参加できるスタイルに変えて、

実施している。今年度も、前回の研究大会を継承し、さらなる発展をめざ

す。また、各地域、団体とのつながりを強め、市民一人一人の人権意識の

高揚を図る。 
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３ 人権施策に関すること 

(1) 総合隣保館を基点として、同和問題をはじめ、あらゆる人権課題の解決に

向けた施策を総合的に進める。 

ア 地域福祉事業、相談事業 

イ セミナー、フォーラム、文化祭記念講演会、視察研修 

ウ 社会調査研究 

エ 教養文化講座、子ども教室 

(2) 公民館を地域の核にした地域の特徴や実情にあった人権教育・啓発を進め

る。 

(3) 住民学習の活性化を図るため、取り組み方を工夫し、多くの市民が人権を

学んでいける住民学習に取り組む。 

(4) 人権に関する課題の解決と、共に生きる人権尊重の明るいまちづくりを進

めるため人権教育総合推進事業を実施する。 

ア 教育事業 

イ 人権リーダー育成事業 

ウ 人権教育団体活動助成事業 

(5) 様々な場面で市民の主体的な学習を促すため、啓発資料等を作成し、配布

する。 

ア 人権問題啓発資料「ふるさとに生きる vol.35」 

イ 小･中学生及びＰＴＡ等の人権作文集 

ウ 研究実践集 

エ 広報活動事業（隣保館だより） 

(6) 市民の人権意識の高揚を図るため、人権尊重のまちづくり推進強調月間の

取組を行う。 

ア 小・中学生及びＰＴＡ等からポスター・標語・作文の募集 

イ 市内巡回啓発 

ウ 「市民じんけんの集い」の開催 

(7) 男女共同参画センターにおいて、男女共同参画を推進するため、女性のた

めの各種相談事業を実施するほか、セミナーや情報誌による啓発事業を進め

る。 

 (8) 子どものいじめ防止に関する条例に基づき、子どもいじめ防止センターに

おいて、相談窓口の開設のほか、いじめ防止のためセンター便りの発行や弁

護士による出前授業、いじめ防止講座等の啓発に取り組む。 
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令和７年度 東･北播磨地区、県･近畿･全国 社会教育委員協議会関係予定 

事 項 日 時 場 所 内  容 

東播磨・北播磨地区 
第１回幹事会・ 

事務担当者会 

5 月 8 日(木) 

14:00～16:00 

兵庫県加古川

総合庁舎 

令和６年度事業・決算報告、 

令和７年度役員・事業計画案・予

算案、顕彰について 

兵庫県社会教育

委員協議会 

総会・研修会 

6 月 3 日(火） 

13:30～16:00 

兵庫県立 

のじぎく会館 

表彰、 

令和６年度事業・会計決算報告、 

令和７年度役員選出・活動目標

案・事業計画案・予算案承認 

講演 「新たな時代の社会教育の

視点～ウェルビーイングと

社会的包摂～」 

講師 兵庫教育大学大学院元教授 

   兵庫県生きがい創造協会 

理事 生涯学習アドバイザ 

ー 

         廣岡 徹 氏 

東播磨・北播磨地区 
総会・第１回研修

会 

6 月 6 日(金) 

13:30～16:00 

高砂市立 

図書館 

総会、顕彰 

令和６年度事業・決算報告、 

令和７年度役員・事業計画案・予

算案について 

講演 「図書館で歴史文化を活か

したまちづくりを展開す

る」 

講師 高砂市立図書館 名誉館長 

        村上 裕道 氏 

東播磨・北播磨地区 
第２回研修会 

(社会教育団体合同) 

7 月 12 日(土) 

13:30～16:00 

加東市 

地域交流セン

ター 

東・北播磨地区社会教育振興大会 

講演 「これからの社会教育につ

いて」 

講師 兵庫教育大学大学院 

   学校教育研究科 准教授 

        安原 一樹 氏 

東播磨・北播磨地区 
第２回幹事会 

(東・北公連と合同) 

7 月 22 日(火) 

14:00～16:00 

三木市 

中央公民館 

東・北公連研修会について 

近畿大会・全国大会について 

県研究大会について 

近畿地区社会 

教育研究大会 

（和歌山大会） 

9 月 5 日(金) 
和歌山 

県民文化会館 

研究主題 『「人の和と地域の和」 

     ～全世代の主体的な学

びを支える社会教育

～』 
記念講演 『和歌山発「一次産業

ワーケーション®」がつ

なぐ自然と人と地域の

和』 

講師   島田 由香 氏 
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第６７回 

全国社会教育 

研究大会 

（岩手大会） 

10 月 29 日(水) 

～31 日(金) 

岩手県 

盛岡市民文化

ホール 他 

研究主題「         」 

記念講演、分科会 

兵庫県社会教育 

研究大会 

11 月 26 日（水） 

13:00～16:00 
県庁付近 記念講演、分科会 

東播磨・北播磨地区 
第３回研修会 

(地区別課題研究会) 

12 月 12 日(金) 

13:30～16:00 

加東市 

滝野図書館 

(東播磨・北播磨公民館連絡協議会との合同研修会) 
講演 『 未 定 』 

講師   未 定 

東播磨・北播磨地区 
第３回幹事会・ 

事務担当者会 

2 月 27 日(金) 

13:30～14:45 

兵庫県加古川 

総合庁舎 

令和７年度事業・決算見込報告 

令和８年度事業計画案・予算案 

東播磨・北播磨地区 
監査会 

3 月 19 日(木) 

10:30～11:30 

兵庫県加古川 

総合庁舎 
令和７年度会計監査 
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